
幕
末
名
主
日
記
に
見
ら
れ
る
社
会
情
勢

～
武
州
多
摩
郡
小
野
路
村
小
島
家
が
記
し
た
日
記
～

元
石
川
高
校
　
中石
　
　
崎
　
　
孝
　
　
和

一
　

は
じ
め
に

平
成

一
五
年
度
よ
り
実
施
の
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
で
は
、
日
本
史
Ｂ
の

「内
容
と
そ
の
取
り
扱

い
」
の
中
に
、
「歴
史
の
考
察
」
と
し
て

「歴
史
を
考
察

す
る
基
本
的
な
方
法
を
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
主
題
を
設
定
し
て
追
求
す
る

学
習
、
地
域
社
会
に
関
わ
る
学
習
を
通
し
て
、
歴
史

へ
の
関
心
を
高
め
、
歴
史

的
な
見
方
や
考
え
方
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
」
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
具
体
的
内
容
と
し
て
、
「
ア
歴
史
と
資
料
」
「
イ
歴
史
の
追
究
」
「
ウ
地
域

社
会
の
歴
史
と
文
化
」
を

「追
求
す
る
学
習
」
と
し
て
授
業
で
取
り
扱
わ
せ
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
各
教
科
書
で
は
従
来
の

「主
題
学
習
」
を
発
展
さ
せ
る
か

た
ち
で
、
そ
れ
ぞ
れ
巻
頭
口
絵
や
テ
ー
マ
学
習

・
コ
ラ
ム
な
ど
で
採
り
上
げ
て

い
る
。
し
か
し
、
「
ァ
歴
史
と
資
料
」
「
ウ
地
域
社
会
の
歴
史
と
文
化
」
な
ど
は
、

日
本
史
学
習
と
理
解
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
り
な
が
ら
、
実
際
に
は
ど

の
よ
う
に
生
徒
に
教
え
る
か
と
い
っ
た
問
題
や
授
業
時
間
数
の
関
係
か
ら
採
り

上
げ
づ
ら
い
状
況
も
あ
る
。

そ
こ
で
本
報
告
で
は
、
「
ア
歴
史
と
資
料
」
「
ウ
地
域
社
会
の
歴
史
と
文
化
」

を
意
識
し
た
授
業
の
展
開
に
つ
い
て
試
行
し
て
み
た
い
。
よ
り
具
体
的
に
は
、

「
ア
歴
史
と
資
料
」
に
つ
い
て
は
、
「資
料
を
よ
む
」
＝
「様
々
な
歴
史
的
資
料

の
特
性
に
着
目
し
て
、
資
料
に
基
づ
い
て
歴
史
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理

解
さ
せ
る
」
。
ま
た
、
「
ウ
地
域
社
会
の
歴
史
と
文
化
」
に
つ
い
て
は
、
「
通
史

的
学
習
を
具
体
化
す
る
観
点
か
ら
取
り
扱
う
こ
と
も
で
き
る
」
「身
近
な
地
域

か
ら
日
本
や
世
界
の
歴
史
を
見
る
態
度
や
方
法
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
」
。
と
い

う
指
摘
を
考
慮
し
、
そ
の
実
践
的
事
例
と
し
て
、
幕
末
期
に
書
か
れ
た
名
主
の
日

記
を
史
料
と
し
て
活
用
し
、
地
域
の
視
点
か
ら
の
歴
史
理
解
を
め
ざ
し
て
み
た
い
。

一
一

『小
島
日
記
』
と
名
主
小
島
家

東
京
都
町
田
市
小
野
路
町

（武
蔵
国
多
摩
郡
小
野
路
村
）
の
小
島
家

（小
島

資
料
館
）
に
は
、
膨
大
な
量
の
日
記
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
数
は

一

九
八
点
に
も
お
よ
ぶ
。
そ
の
う
ち
最
も
量
の
多
い
も
の
が

「小
島
家
年
中
日
記

帳
」
と
分
類
さ
れ
る
も
の
九
七
点
で
、
こ
れ
は
天
保
期
か
ら
安
政
期
ま
で
の
金

銭
出
納
帳
で
あ
る

「年
中
遣
払
帳
」
が
九
点
と
、
「年
中
日
記
覚
帳
」
あ
る
い

は

「
…
日
記
」
と
表
書
き
さ
れ
た
日
記
が
八
八
点

（八
八
冊
）
あ
る
。
こ
の
人

八
冊
の
日
記
資
料
を
、
「小
島
日
記
」
と
通
称
し
て
い
る
。
こ
の

「小
島
日
記
」

は
、
横
帳
形
式

（縦
約
二
三
セ
ン
チ
、
横
約

一
一
セ
ン
チ
）
の
も
の
で
、　
一
八

三
六

（天
保
七
）
年
か
ら

一
九
二

一

（大
正

一
〇
）
年
ま
で
の
八
六
年
間
を
、

当
時
の
小
島
家
当
主
が
四
代
に
渡

っ
て
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
八
八
冊
の

う
ち
天
保
七
年
と
同
八
年
の
日
記
は
、　
一
人
五
九

（安
政
六
）
年
に
天
保
七
年

の
日
記
を
、　
一
人
六
五

（慶
応
元
）
年
に
天
保
八
年
の
日
記
を
書
き
直
し
た
浄

書
本
が
そ
れ
ぞ
れ

一
冊
づ
つ
あ
る
。

武
蔵
国
多
摩
郡
小
野
路
村
は
、
江
戸
よ
り
西
へ
約

一
〇
里
、
正
保
年
間
に
は

「小
野
路
町
」
と
さ
れ
代
官
支
配
地
で
あ
っ
た
が
、
元
禄
期
以
降
は

「小
野
路

村
」
と
称
し
た
。
村
内
を
南
北
に
府
中
か
ら
厚
木

・
平
塚
に
至
る
矢
倉
沢

。
平

塚
往
還
や
、
「神
奈
川
街
道
」
と
称
す
る
日
野
か
ら
神
奈
川
に
至
る
道
が
は
じ

る
交
通
要
衝
の
地
で
あ
り
、脇
往
還
と
し
て
の
宿
駅
機
能
は
幕
末
ま
で
続
い
た
。

村
域
は
、
東
西

。
南
北
と
も
約

一
里
、
地
形
は
中
央
を
な
だ
ら
か
な
山
に
挟
ま
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れ
た
小
野
路
川

（鶴
見
川
支
流
）
が
南
北
に
流
れ
、
谷
戸
地
の
景
観
を
つ
く

つ

て
い
る
。
近
世
の
小
野
路
村
支
配
は
、
徳
川
氏
の
関
東
入
封
以
来
天
領
代
官
支

配
下
に
あ

っ
た
が
、　
一
六
九
七

（元
禄

一
〇
）
年
に
松
平
次
郎
兵
衛
清
親
が
、

一
七
〇
七

（宝
永
四
）
年
に
岡
部
和
泉
守
長
興
が
、　
一
七
二

一

（享
保
六
）
年

に
山
口
安
房
守
直
重
が
、
享
保

一
四
年
に
は
神
谷
志
摩
守
久
敬
が
、
そ
れ
ぞ
れ

知
行
地
を
与
え
ら
れ
、
以
後
、
幕
府
滅
亡
ま
で
旗
本
の
四
給
支
配
が
続
い
た
。

知
行
高
割
は
、
山
国
家
が
二
六
五
石
余
、
神
谷
家
が

一
六
〇
石
余
、
松
平
家

が
九
七
石
余
、
岡
部
家
が
三
人
石
余
、
社
寺
御
朱
印
地
二
八
石
で
あ

っ
た
。

村
内
の
状
況
を
み
る
と
、
村
高
は
、　
一
七
世
紀
中
ご
ろ
正
保
期
で
二

一
二
石

余

（田
方
九
七
石
余

・
畑
方

一
一
五
石
余
）
、
最
も
古

い
検
地
帳

の
あ
る
寛
文

期
で
五
六

一
石

（田
方
三
二

一
石
余

・
畑
方
約
三
〇
五
石

・
屋
敷
三
五
石
余
）
、

一
人
六
人

（明
治
元
）
年
で
五
人
八
石
余
と
な

っ
て
お
り
、
生
産
力
の
低
い
畑

地
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。
人
口
は
、　
一
七

一
四

（正
徳
四
）
年
で
五
五
五
人

（家
数

一
三
二
軒
）
、
明
治
元
年
で
は
七
〇
〇
人
と
な

っ
て
い
る
。
村
民
の
階
層

構
成
を
み
る
と
、
寛
文
六
年
で
は
所
持
高

一
～
五
石
が
屋
敷
持
ち
百
姓
の
七
割

強
を
占
め
て
い
た
が

一
人
四
四

（天
保

一
五
）
年
に
は
三
石
以
下
が
七
割
を
越

え
、
四
五
石
以
上
に
小
島
家
と
橋
本
家
の
二
家
が
存
在
す
る
と
言
う
状
況
と
な

り
、
天
明

・
天
保
期
の
飢
饉
を

へ
て
村
内
の
中
農
層
が
減
少
し
、
階
層
分
化
が

進
ん
だ
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
状
況
推
移
の
中
で
、
村
内
に
お
い
て
、
土
地
集

積
を
拡
大
し
家
経
営
を
隆
盛
に
し
て
村
内
に
重
き
を
な
し
て
い
つ
た
の
が
小
島

家
で
あ
る
。

三
　
小
島
家
の
人
び
と

（
一
）
小
島
政
武

・
政
敏

一
七
世
紀
後
半
の
寛
文
か
ら
元
禄
期
に
、
小
島
家
は
深
い
姻
戚
関
係
に
あ
る

橋
本
家
と
と
も
に
、
村
内
に
お
い
て
頭
角
を
現
し
は
じ
め
た
。　
一
七
代
政
武

（軍
平
）
の
代
に
は
村
内

一
の
土
地
保
有
者
と
な
り
、
天
明
年
間
に
は
地
頭
山

口
氏
の
組
頭
役
を
務
め
る
よ
う
に
な
り
、　
一
七
五
六

（宝
暦
六
）
年
の
検
地
帳

に
は
名
主
弥
十
郎

（橋
本
政
治
）
と

一
緒
に
名
を
連
ね
て
い
る
。

次
の
政
敏

（諌
助
）
は
、　
一
七
九
四

（寛
政
六
）
年
橋
本
家
よ
り
養
子
に
入

り
家
督
を
相
続
し
て
組
頭
と
な
る
。

つ
い
で
、　
一
八

一
一

（文
化
八
）
年
、
名

主
橋
本
家
当
主
で
兄
の
政
常
が
没
す
る
と
、
甥
の
政
誠
を
助
け
て
名
主
後
見
役

を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
翌
年
に
は
御
林
掛
り

・
村
方
取
締
名
主
を
命
じ
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
村
政
の
中
心
に
お
か
れ
た
政
敏
は
、
漢
学

。
国
学

・
和
歌
な
ど
に
豊

か
な
教
養
を
持
ち
、
学
習
意
欲
も
旺
盛
な
人
物
で
あ

っ
た
。
彼
が
師
事
を
受
け

た
人
や
交
遊
し
た
主
な
人
物
に
は
、
国
学
者
小
山
田
与
清

（隣
村
小
山
田
村
出

身
）
。
儒
学
者
山
本
北
山

・
歌
人
正
木
千
幹

・
歌
僧
春
登
上
人

（関
戸
村
延
命

寺
）
・
府
中
六
所
宮

（大
国
魂
神
社
）
宮
司
猿
渡
盛
章
が
あ
げ
ら
れ
、
歌
集

『年
佐
免
岬
』
や
旅
日
記

『な
ホ
和
日
記
』
な
ど
を
著
し
た
。
小
島
家
の
当
主

が
、
村
政
の
担
い
手
と
し
て
、
高
い
教
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
以
後
代
々

受
け
継
が
れ
て
い
く
。

（
二
）

小
島
政
則

政
敏
の
長
男
政
則

（増
吉
）
は
、　
一
八
〇

一

（享
和
元
）
年
の
生
ま
れ
、　
一

六
歳
の
と
き
、
修
行
の
た
め
江
戸
の
商
家
に
奉
公
に
出
さ
れ
た
。
帰
郷
後
、
二

二
歳
で
結
婚
し
た
。
父
政
敏
に
替
わ
り
村
政
に
関
わ
る
の
は

一
八
二
六

（文
政

九
）
年
頃
か
ら
で
、
翌
年
父
政
敏
が
隠
居
し
て
い
る
。　
一
八
三
六

（天
保
七
）

年
、
政
則
は
三
五
歳
の
時
か
ら

「
日
記
」
を
つ
け
始
め
、
こ
れ
が
長
男
の
為
政

（鹿
之
助
）
、
孫
の
守
政

（増
吉
）
・
曾
孫
の
孝
ま
で
書
き
継
が
れ
て
い
つ
た
。

一
八
五
〇

（嘉
永
三
年
）
、
政
則

（四
八
歳
）
は

「
日
記
」
の
記
述
を
長
男

為
政

（鹿
之
助
）
に
譲
り
、
「聴
書
」
と
い
う

「
日
記
」
よ
り
詳
細
な
記
述
内
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容
の
記
録
を
書
き
始
め
、　
一
人
六
七

（慶
応
三
）
年
死
の
直
前
ま
で
書
き
つ
づ

け
た
。
そ
の
冊
数
は
三
四
冊
に
の
ぼ
る
。

政
則
は
、
父
政
敏
の
影
響
も
あ
り
挿
花

・
剣
術

・
和
歌

・
狂
歌

・
漢
学

・
茶

道

・
書
な
ど
多
彩
な
学
芸
を
身
に
つ
け
た
人
物
で
あ
り
、
師
事
を
受
け
た
人
や

交
遊
の
あ

っ
た
主
な
者
と
し
て
は
、
挿
花
允
中
流
創
始
者
相
沢
伴
主

・
天
然
理

心
流
剣
術
近
藤
周
助

・
書
の
師
石
川
悟
堂

・
漢
学
者
菊
地
菊
城

・
漢
詩
人
遠
山

雲
如
な
ど
で
あ
る
。

一
八
二
七

（文
政

一
〇
）
年
、
幕
府
は

「御
取
締
御
改
革
」
を
発
令
し
、
改

革
組
合
村

（寄
場
組
合
村
）
の
結
成
を
命
じ
、
こ
れ
に
よ
り
、
関
東
全
域
の

村
々
が
、
改
革
組
合
村

（寄
場
組
合
村
）
に
編
成
組
織
さ
れ
た
。
小
野
路
村
は
、

小
野
路
村
他
三
四
か
村
組
合
の
諸
勘
定
や
そ
の
他
の
業
務
全
て
を
引
き
受
け
取

り
計
ら
う
組
合
寄
場
と
な
り
、
小
野
路
村
名
主
の
橋
本
家

・
小
島
家
が
寄
場
名

主
に
な

っ
て
、
関
東
取
締
出
役
の
も
と
組
合
内
の
各
村
々
の
治
安
維
持

。
社
会

状
況
把
握
に
も
務
め
る
こ
と
と
な

っ
た
。

（三
）
小
島
為
政

政
則
の
長
男
為
政

（鹿
之
助
）
は
、　
一
人
三
〇

（天
保
元
）
年
に
生
ま
れ
た
。

一
八
歳
で
、
父
政
則
よ
り
名
主
役
を
譲
ら
れ
寄
場
名
主
も
兼
務
し
た
。
以
後
、

一
八
六
五

（慶
応
元
）
年
三
五
歳
で
子
の
守
政
に
役
を
譲
る
が
、
弘
化

・
嘉
永

期
か
ら
慶
応
期
ま
で
の
激
動
期
を
村
政

・
寄
場
の
中
心
的
存
在
と
し
て
活
躍
す

る
。
彼
も
ま
た
、
剣
術

・
漢
学

・
漢
詩
な
ど
に
親
し
み
、
剣
術
で
は
近
藤
周

助

・
勇
父
子
に
、
漢
学

・
漢
詩
で
は
鷹
取
絆
斉

・
菊
地
菊
城

・
遠
山
雲
如

。
大

沼
沈
山
な
ど
に
師
事
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
文
人
た
ち
は
、
為
政
は
じ
め
隣
村
野

津
田
村
の
石
阪
昌
孝

・
若
林
有
信

（下
小
山
田
村
）
・
佐
藤
荘
作

（図
師
村
）

な
ど
近
隣
の
名
主
ク
ラ
ス
の
人
物
と
交
流
を
も
ち
、
彼
ら
の
思
想
形
成
や
村
政

指
導
者
と
し
て
の
意
識

・
行
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
「

為
政
は
教
育
に
も
力
を
注
ぎ
、
村
内
の
子
供
た
ち
を
集
め
て
読
み
書
き
な
ど

を
教
え
て
お
り
、
恐
ら
く
安
政
期
ご
ろ
か
ら
始
め
た
と
思
わ
れ
る
。
安
政
期
に

は
、
小
野
路
村
を
は
じ
め
町
田
地
域
の
村
々
に
寺
子
屋
や
私
塾
が
開
業
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
教
育

へ
の
意
欲
は
、
維
新
か
ら

一
人
七
二

（明
治
五
）
年
八
月
の
学

制
発
布
ま
で
の
間
、
小
野
郷
学
と
い
う
郷
学
校
を
設
立
す
る
ま
で
に
至
り
学
制

発
布
後
の
小
学
校
経
営
ま
で
続
く
。

政
敏

・
政
則

・
為
政
三
代
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
た
村
内
指
導
者

。
文
化
人
と

し
て
の
意
識

。
精
神
は
、
為
政
の
後
嗣
守
政
、
そ
の
子
孝

へ
と
引
き
継
が
れ
い
っ

た
。つ

ぎ
に
、
幕
末
慶
應
期
の
社
会
情
勢
を
名
主
で
あ
る
小
島
家
が
ど
の
よ
う
に

見
て
い
た
か
を
日
記
を
教
材
と
し
て
活
用
し
て
み
て
い
き
た
い
。

四
　
幕
末

・
慶
應
期
の
社
会
情
勢
を
ど
う
み
て
い
る
か

そ
こ
で
ま
ず
幕
末
期
の
社
会
情
勢
に
つ
い
て
、
教
科
書
に
は
ど
の
よ
う
に
記

述
し
て
あ
る
か
を
確
認
し
て
お
く
。
山
川
出
版

『詳
説
日
本
史
Ｂ
』
で
は
、

「開
国
に
と
も
な
う
物
価
の
上
昇
や
政
局
を
め
ぐ
る
抗
争
は
、
社
会
不
安
を
増

大
さ
せ
世
相
を
険
悪
に
し
た
。
国
学
の
尊
王
思
想
は
農
村
に
も
広
ま
り
、
農
民

の

一
揆
で
も
世
直
し
が
さ
け
ば
れ

（世
直
し

一
揆
）
、
長
州
征
討
の
最
中
に
大

坂
や
江
戸
で
お
こ
っ
た
打
ち
こ
わ
し
に
は
、
政
治
権
力

へ
の
不
信
が
は
っ
き
り

と
示
さ
れ
て
い
た
」
と
あ
る
。

こ
う
し
た
社
会
情
勢
を
、
具
体
的
に
小
島
日
記
の
記
述
で
見
て
み
る
と
、　
一

八
六
五

（元
治
二

・
慶
應
元
）
年
、
小
島
為
政

（鹿
之
助
）
は
二
月
十
八
日
の

日
記
に

「…
、
野
づ
田
石
阪
賢
弟

（昌
孝
）
八
時
来
日
、　
一　
品
川
助
郷

一
同

徒
党
竹
鎗
外
得
物
を
携
、
品
川
問
屋
場
を
打
毀
候
趣
二
而
当
十
五
日
大
森
村
迄

押
出
候
趣
、
菅
生
村
名
主
源
助
よ
り
山
崎
村
坂
倉
氏
江
廻
有
之
由
也
　
実
二
不
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穏
之
世
中
二
相
成
、
心
痛
之
到
り
、
是
国
家
乱
端
之
兆
与
被
存
候
、
十
四
五
年
前

迄

ハ
人
殺
杯

ハ
壱
年
中
不
聞
年
多
有
之
候
也
、
昨
年
来
よ
り
近
辺
斗
二
而
左
二
…
」

（
（　
）
内
は
筆
者
記
）

と
記
し
、
前
記

「左

二
」
の
あ
と
に
は
、　
一
〇
件
の
事
件
を
列
記
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
事
件
は
、
亥
年
か
ら
丑
年
に
か
け
て
つ
ま
り
文
久
三

・
元
治
元

・
元

治
二
年
正
月
の
も
の
で
、
そ
の
う
ち
九
件
が
殺
傷
事
件
、
残
り

一
件
が

「子
十

二
月
中
　

一　

外
八
王
子
宿

二
而
問
屋
馬
差
を
助
合

（郷
）
者
打
寄
」
と
言
う

事
件
で
あ
り
、
殺
傷
事
件
の
中
に
は

「
丑
正
月
十
五
日
、
小
前

一
同
二
而
打
殺

シ
、
検
死
二
不
及
埋
葬
、
当
時
事
六
ヶ
敷
由
也
　
綱
島
村
組
合
猿
山
村
名
主
壱

人
」
と
言
う
村
方
騒
動
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
事
件
も
あ
る
Э
慶
應
元

・
二
年
は

そ
れ
ま
で
と
は
大
き
く
異
な
る
社
会
状
況
が
あ
り
、
そ
れ
が
直
接
的
に
治
世
の

混
乱
や
変
革

へ
の
動
き
と
な
り
、
そ
し
て
そ
の
動
き
が
さ
ら
に
大
き
な
う
ね
り

と
な

っ
て
波
状
的
に
新
た
な
る
社
会
情
勢
を
創
出
し
、
慶
應
三

・
四
年
の
維
新

動
乱
に
至
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

「
日
記
」
に
は
、

一右
之
通
り
、
其
上
当
二
月
十

一
日
夜
組
合
内
麻
生

二
而
、
与
頭
儀
右
衛
門

重
立
地
頭
用
役
出
役
之
節
、
大
砲
を
放
竹
鎗
を
持
騒
動
之
事
件
、
如
何
二
も
幕

威
衰
運
之
所
為
と
歎
息
々
々
、
‥
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
教
科
書
記
述
に
あ
る
治
安
の
悪
化
や

一
揆

・
打
ち
こ
わ
し
な

ど
社
会
不
安
の
情
勢
を

「小
島
日
記
」
を
引
用
し
て
具
体
的
事
例
と
し
て
示
し
、

さ
ら
に
小
島
鹿
之
助
や
石
阪
昌
孝

（隣
村
野
津
田
村
名
主
）
た
ち
が
こ
う
し
た

情
勢
を

「実
二
不
穏
之
世
中

二
相
成
、
心
痛
之
到
り
、
是
国
家
乱
端
之
兆
与
被

存
候
」
と
感
じ
て
お
り
、
「品
川
問
屋
場
の
打
毀
し
」
事
件
や

「
下
麻
生
村
発

砲
騒
動
」
事
件
な
ど
か
ら
受
け
た
印
象
を
、
「幕
威
衰
運
之
所
為
と
嘆
息
々
々
」

と
と
ら
え
て
書
き
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
歴
史
の
動
き
を
教
科
書
記
述
を
よ

リ
リ
ア
ル
に
感
じ
さ
せ
る
の
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
「
小
島
日
記
」

の
記
述
は

一
見
す
る
と
か
な
リ
オ
ー
バ
ー
に
思
え
る
が
、
前
年
の
文
久
四
年
か

ら
こ
の
年
に
か
け
て

「
日
記
」
に
記
さ
れ
た
社
会
情
勢
は
、
小
島
為
政
や
石
阪

昌
孝
た
ち
名
主
＝
村
落
指
導
者
層
を
し
て
治
世
の
衰
退
を
意
識
さ
せ
、
そ
の
対

応
に
苦
慮
す
る
事
態
を
招
い
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
つ
ぎ
に
そ
う
し
た

社
会
情
勢
に
つ
い
て
い
く

つ
か
の
事
例
を
あ
げ
て
み
た
い
。

事
例
の

一
つ
に
、
小
野
路
村
な
ど
が
お
こ
な

っ
た
神
奈
川
宿

へ
の
差
村
免
除

を
め
ぐ
る
事
件
が
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、　
一
人
六
四

（元
治
元
）
年
秋
、
幕
府

が
長
州
征
討
を
め
ぐ
り
将
軍
家
茂
の
上
洛
を
決
定
し
、
上
洛
の
為
の
増
助
郷
が

神
奈
川
宿
よ
り
小
野
路
村
な
ど
に
賦
課
さ
れ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
為
政
は
、

若
林
丹
次
郎

（下
小
山
田
村
名
主
）
。
石
阪
伴
助

（野
津
田
村
名
主
後
見

役
）
・
梶
敬
助

（岡
上
村
名
主
）
ら
と
と
も
に
江
戸

へ
行
き
、
道
中
奉
行
な
ど

に
差
村
免
除
嘆
願
運
動
を
行

っ
た
。
そ
の
出
府

の
際
の
為
政
の
記
録
メ
モ
が

『出
都
雑
録
』
・
『続
出
都
雑
録
』
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
免
除
嘆
願
に
苦
闘
し
て

い
る
様
相
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
十
月
二
九
Ｅ
道
中
奉
行
よ
り

「願
書
」

は
下
渡
さ
れ
、
再
度
嘆
願
書
を
出
し
て
交
渉
を
継
続
し
た
が
、
十
二
月
九
日
に

は
「十

一
月
十
四
日
差
出
進
発
印
状
拒
之
追
願
御
下
ケ
本
書
は
預
リ
ニ
ナ
ル
…
」

と
正
式
に
却
下
さ
れ
た
。
こ
こ
に
到

っ
て
も
為
政
た
ち
は
諦
め
ず
、
さ
ら
に

一

五
日
に
再
追
願
書
を
道
中
奉
行
に
提
出
し
た
が
、　
一
九
日
に
は
願
下
げ
と
な

っ

た
。
こ
の
助
郷
差
村
は
、
将
軍
進
発
の
中
止
で
実
施
さ
れ
な
か

っ
た
が
、
為
政

ら
村
落
指
導
者
層
が
行
な

っ
た
嘆
願
行
動
に
は
、
幕
政
の
従
順
な
る
下
僕
で
は

な
く
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
あ
く
ま
で
守
り
抜
こ
う
と
す
る
姿
勢
を
見
い
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

次
の
事
例
と
し
て
、
「
下
麻
生
村

一
件
」
と
呼
ば
れ
る
事
件
が
揚
げ
ら
れ
る
。

こ
の
事
件
は
、
小
野
路
村
寄
場
組
合
に
属
す
る
都
筑
郡
下
麻
生
村
で
起
き
た
事

件
で
あ
る
。
下
麻
生
村
は
、
旗
本
安
藤
道
太
郎
の
知
行
地
で
、
石
高
は
三
三
二
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石
余
で
あ

っ
た
。
名
主
は
小
島
増
右
衛
門
で
高
三
〇
石
余
、
農
間
水
車
渡
世
を

業
と
し
、
寄
場
組
合
小
惣
代
を
兼
ね
る
人
物
で
、
地
頭
安
藤
氏
か
ら
給
人
格
名

主
の
格
式
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、　
一
八
五

一

（嘉
永
四
）
年
地
頭

の
命
で
村
高
を
三
分
し
二
七
五
石
余
は
源
太
郎
を
名
主
と
し
、
貞
右
衛
門
外
六

人
分
四
七
石
余
は
貞
右
衛
門
を
名
主
と
し
た
。
こ
う
し
て
小
村
の
中
に
名
主
な

ど
村
役
人
が
多
数
置
か
れ
そ
の
責
任

・
負
担
が
不
明
確
と
な

っ
て
い
た
と
こ
ろ

に
、　
一
八
六
四

（元
治
元
）
年

一
二
月
地
頭
所
よ
り
、
新
た
に
名
主
見
習
と
し

て
増
右
衛
門
悴
縫
殿
助
が
、
組
頭
見
習
と
し
て
名
主
源
太
郎
悴
忠
五
郎

・
名
主

貞
右
衛
門
悴
金
之
助
ら
四
人
が
任
命
さ
れ
た
。
村
方
で
は
こ
の
措
置
に
反
発
し
、

翌
元
治
二
年

一
月
、
組
頭

・
百
姓
代
連
印
で
願
書
を
認
め
抗
議
し
た
。
そ
の
趣

旨
は
、
小
村
ゆ
え
村
役
人
が
多
く
な
る
と
伝
馬
役
な
ど
が
勤
め
難
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
名
主

・
組
頭
見
習
の
任
命
を
取
り
下
げ
て
欲
し
い
と
言
う
も
の
で
、
こ

の
抗
議
運
動
の
中
心
と
な

っ
た
の
が
元
組
頭
で
農
間
酒
造
渡
世
の
儀
右
衛
門

・

惣
平
親
子
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
二
月

一
一
日
、
地
頭
所
よ
り
村
に
出
役
し
て
き

た
用
人
三
人
が
村
人
を
力
づ
く
で
説
得
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
村
内

の
不
動
院
に
二
四

・
五
人
を
集
め
て
箸
火
を
焚
き
、
鯨
波
を
あ
げ
花
火
を
打
上

げ
て
用
人
ら
を
威
嚇
し
た
。
用
人
ら
は
こ
れ
に
驚
き
、
「小
前
た
ち
の
申
し
分

通
り
に
せ
よ
」
と
の
書
付
け
を
残
し
て
江
戸
に
逃
げ
帰

っ
た
と
言
う
事
件
で
あ

る
。
こ
の
あ
と
、
関
東
取
締
出
役
が
事
件
の
探
索
を
寄
場
役
人
に
申
し
付
け
、

為
政
ら
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
事
件
の
結
末
は
判
然
と
せ
ず
、
う

や
む
や
に
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
も
か
く
、
こ
う
し
た
小
前
た
ち
が
引

き
起
こ
し
た
村
方
騒
動
が
身
近
に
起
き
支
配
者
側
の
無
様
な
対
応
を
見
て
、
為

政
た
ち
は

「幕
威
衰
運
之
所
為
与
嘆
息
々
々
」
と
感
じ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
慶
應
二
年
の
小
島
日
記
を
見
る
と
、

「六
月
五
日
　
小
雨

…

一　

去
月
二
十
八
日
夜
品
川
穀
屋
遊
女
屋
共
を
窮
民

徒
党
打
毀
ス
　

一　

当
三
日
江
戸
鮫
ケ
橋
打
壊
有
之
候
由
也

　

一　

去
月
二
十

四
五
日
頃
、
府
中
角
屋
茂
七
を
打
毀
企
有
之
大
騒
之
処
、
右
宿
寺
院
等
立
入
事

済
候
由
…
」
と
、
江
戸
品
川
と
鮫
ケ
橋
で
の
打
ち
こ
わ
し
、
府
中
宿
打
ち
こ
わ

し
の
情
報
が
入

っ
て
い
る
。
ま
た
、
六
月
九
日
の
記
事
に
も
、
江
戸
の
下
町

・

神
田
鍛
冶
丁

・
内
藤
新
宿
な
ど
で
打
ち
こ
わ
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
や
、
木
曽
村

の
高
札
に

「奸
商
共
高
値

二
諸
品
売
渡
二
お
い
て
は
可
切
殺
旨
之
張
り
紙
」
が

有

っ
た
と
い
う
こ
と
。
六
月

一
五
日
の
記
事
に
は
、
「昨
日
八
時
頃
、
秩
父
名

栗
村
村
々
よ
り
二
百
三
十
四
ケ
村
程
凡
三
千
人
斗
り
押
出
し
、
赤
白
之
旗
押
立

飯
能
其
外
打
毀
し
、
今
日
府
中
江
押
参
り
候
由
二
付
、
巳
下
刻
書
取
候
処
」
と

武
州
世
直
し

一
揆
の
記
載
が
あ
り
、
翌

一
六
日
に
は
、
「罷
出
入
足
関
戸
河
原

へ
賊
徒
防
御
之
為
遣
ス
、
右
は
日
野
組
惣
代
よ
り
加
勢
乞
候
承
候
也
　

一　

今

日
日
野
宿
農
兵
筑
地
河
原
に
て
賊
徒
八
九
人
討
取
、
生
檎
廿
人
斗
り
、
田
無
組

も
同
断
之
働

二
付
、
賊
徒
潰
走

　

一
　

夜
中
小
山
田

。
図
師

・
野
津
田

・
大

蔵

。
真
光
寺

へ
出
勢
之
廻
状
を
出
し
申
付
ル
」
と
あ
り
、　
一
揆
勢
と
日
野

・
田

無
農
兵
隊
と
の
衝
突
、
賊
徒
を
討
取
り
あ
る
い
は
生
捕
り
し
た
こ
と
や
、
小
野

路
近
辺
の
村
々
に
も
出
勢
の
廻
状
が
回
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
世
直
し

一
揆
勢
と
農
兵
隊
に
関
し
て
、
教
科
書
で
は

「
そ
の
う
え
、
物

価
高
騰
な
ど
に
苦
し
む
人
び
と
が
江
戸
や
大
坂
な
ど
で
世
直
し

一
揆
を
お
こ
し

た
の
で
、
幕
府
は
将
軍
家
茂
の
病
死
を
き

っ
か
け
に
長
州
征
討
を
中
止
せ
ざ
る

を
え
な
く
な

っ
た
。
」
「豪
農
や
農
民
の
な
か
に
は
、
尊
攘
運
動
に
参
加
す
る
も

の

（草
芥
の
志
士
）
や
、
幕
府
が
尊
攘
派
を
牽
制
す
る
た
め
に
つ
く

っ
た
浪
士

隊
に
く
わ
わ
る
も
の
も
い
た
。
ま
た
、
不
穏
な
政
情
か
ら
、
農
民
自
身
の
手
で

村
の
治
安
ま
も
ろ
う
と
す
る
動
き
も
お
こ
っ
た
④
。
」
「注
④

一
村
役
人
や
豪
農

ら
は
、
世
直
し

一
揆
な
ど
に
対
抗
す
る
た
め
、
幕
府
や
藩
か
ら
鉄
砲
な
ど
を
貸

し
あ
た
え
ら
れ
、
治
安
の
維
持
に
あ
た

っ
た
。
」

（三
省
堂

『日
本
史
Ｂ
』
）
な
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ど
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
、
「
小
島
日
記
」
の
記
述
を
見
る
と
、
世
直

し

一
揆
の
動
き
や
そ
れ
と
対
抗
し
た
農
兵
隊
の
動
き
を
よ
り
明
確
に
生
徒
た
ち

に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

小
野
路
の
農
兵
隊
に
つ
い
て
は
、
六
月

一
七
日
の
記
事
に
詳
し
い
組
織
が
見

ら
れ
る
の
で
、
「
日
記
」
の
記
載
通
り
に
全
文
紹
介
す
る
。

十
七
日
　
天
気

出
勢
引
取
来
ル
、
組
合
村

へ
も
右
通
達
出
勢
見
合
申
候
、
牧
二
郎
蕨
宿

へ
行
、
谷
本
伝
蔵
帰
る
、
六
左
衛
門
方

へ
止
宿
ス

両
日
分

一　

弐
人
　
直
二
郎

一　

壱
人
　
伊
之
吉

粟
草
取

一　

薬
七
丁
　
玄
順

，

一　

水
薬
　
円
能
寺

煎
剤

一　

小
西
見
舞

一　

今
日
虹
吹
彦
三
郎
来
る
、
育
四
郎
同
断

富
田
ヤ〆

槍
隊○

長
兵
衛
　
　
　
　
八
郎
兵
衛

和
吉
　
　
　
　
　
孫
兵
衛

○
菊
次
郎
　
　
　
　
勘
十
郎

丹
次
郎
　
　
　
　
弥
十
郎

平
次
郎
　
　
　
　
久
兵
衛

延
太
郎
　
　
　
　
佐
五
右
衛
門

長
次
郎
　
　
　
○
勝
之
助

安
蔵
　
　
　
　
○
甚
左
衛
門

拾
六
人六

月
十
六
日
薄
井
磯
右
衛
門

へ
相
誂
申
候

平
八

要
蔵

廿
人
　
右
戦
士

銃
隊

○
市
三
郎

泰
介

十
兵
衛

佐
左
衛
門

八
兵
衛

右
所
持
分

○
鹿
　
金
之
助

道
　
亀
太

利
　
増
五
郎

善
　
茂
左
衛
門

佐
市

幸
蔵

三
四
郎

庄
左
衛
門

金
五
郎

○
平
右
衛
門

〇
八
右
衛
門

源
左
衛
門

鹿
　
佐
十
郎

道
　
倉
吉

八
　
日
次
郎

市
　
喜
之
助

喜
三
郎

旗
　
　
　
　
　
　
善
次
郎

兵
糧
簑
　
　
　
　
嘉
兵
衛

高
張
　
　
　
　
　
友
二
朗

小
荷
駄
頭
　
　
　
豊
吉

長
刀

槍
　
寅
吉

万
五
郎

△
　
鹿
之
助

△
　
道
助

△
　
吉
兵
衛

遊
軍

△
〇
郁
造

〆
五
拾
五
人

太
鼓
　
六
蔵

槍 ク

勇

槍
　
竹
二
郎

由
兵
衛

△
　
利
平
二

△
　
犀
蔵

△
　

一
之
介

△

　

△
居
士
ロ

十
右
衛
門
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農
兵
隊
の
記
述
中
に
あ
る
○
や
△
は
、
各
隊
の
隊
長
あ
る
い
は
指
揮
官
を
意

味
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
そ
の
組
織
が
、
戦
士
、
槍
隊
、
銃
隊
、
旗

・
高
張

り
提
灯
持
ち
、
小
荷
駄
、
遊
軍
な
ど
で
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

の
手
本
と
な

っ
た
の
が
小
島
家
と
親
し
い
近
藤
勇
た
ち
新
選
組
の
組
織
で
あ

る
。
な
お
、
た
と
え
ば

「銃
隊
」
の

「右
所
持
分
　
○
鹿
　
金
之
助
　
鹿
　
佐

十
郎
　
道
　
亀
太
　
道
倉
吉
」
の

「鹿
」
「道
」
は
、
銃
を
提
供
し
た
人
物
の

略
称
で

「鹿
」
は
小
島
鹿
之
助
為
政
、
「道
」
は
小
島
家
と
同
じ
小
野
路
村
の

名
主
で
小
島
家
の
親
類
橋
本
道
助
で
あ
る
。

幕
府
の
命
を
受
け
慶
應
二
年
の
春
以
後
に
設
置
さ
れ
た
小
野
路
村
の
農
兵
隊

が
、
本
格
的
に
編
成
を
行
う
の
は
、
武
州

一
揆
の
群
衆
が
多
摩
川
ま
で
押
し
寄

せ
た
六
月
以
降
で
あ
り
、
小
島
為
政
た
ち
の
意
図
に
は
、
村
や
地
域
社
会
の
治

安
維
持
を
自
ら
が
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
が
あ

っ
た
。

さ
ら
に
、
慶
応
二
年

の
日
記
に
は
、
上

。
下
図
師
村
に
お
け
る
小
前
不
穏

（七
月
十

一
日
）
、
木
曽
村
小
前
と
名
主
の
対
立

（七
月
十
八
日
）
、
将
軍
家
茂

死
去

（八
月
五
日
）
な
ど
の
情
報
が
記
述
さ
れ
て
い
る

（日
付
は
日
記
記
述
月

日
）
。
こ
う
し
た
情
報
か
ら
も
、
小
島
為
政
た
ち
村
落
指
導
者
層
は
よ
り

一
層

世
情
不
安
の
情
勢
と
危
機
意
識
を

つ
の
ら
せ
て
い
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
幕
府
権
力
の
治
世
が
破
綻
し
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
様
々
な

社
会
情
勢
に
対
し
て
、
為
政
た
ち
は
村
政
指
導
の
立
場
か
ら
村

・
地
域
社
会
の

安
定
と
発
展
や
治
安
維
持
の
た
め
、
幕
府
に
替
わ
る
新
た
な
る
国
家
権
力
を
受

け
入
れ
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
、
そ
こ
に
は
新
時
代
を
向
か
い
入

れ
る
素
地
が
村
政
指
導
者
層
に
は
培
わ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

そ
れ
は
、
『小
島
日
記
３１
　
慶
應
四
年

（明
治
元
年
）
』
四
月

一
四
日
の
記
事

に
、
「昨
日
六
時
石
阪
兄

。
清
右
衛
門
帰
宅
に
て
十
日
御
達
、
既
往
不
咎
士
農

工
商
安
心
い
た
し
可
営
本
業
与
之
寛
仁
至
誠
之
御
告
文
差
越
、
感
悦
之
余
り
佐

藤
江
早
々
清
渕
ヲ
以
右
写
遣
ス
、
‥
こ

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
江
戸
に
入

っ
た
新

政
府

（官
軍
）
東
海
道
先
鋒
総
督
橋
本
実
梁
が
四
月

一
〇
日
に
発
し
た
告
諭
に

あ
る

「仮
令
抗
命
せ
し
者
と
雖
も
悔
悟
謹
慎
せ
ば
既
往
の
事
は
咎
め
ず
…
」
と

い
う
文
章
を
寛
仁
至
誠
の
告
文
と
し
、
近
藤
勇
の
甲
陽
鎮
撫
隊
に
加
わ
り
、
潜

伏
中
の
日
野
宿
名
主
佐
藤
彦
五
郎
に
知
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に

も
、
為
政
の
新
権
力

へ
の
受
け
入
れ
姿
勢
を
窺
わ
せ
る
。

以
上
、
「小
島
日
記
」
と
い
う
歴
史
資
料
を
活
用
し
、
教
科
書
記
述
を
よ
り

身
近
に
し
、
併
せ
て
地
域
の
歴
史
を
紹
介
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
地
域
史
料
と

い
う
制
約
や
、
古
文
書
を
読
む
と

い
う
こ
と
の
難
し
さ
も
有
ろ
う
と
思
う
が
、

地
域
の
歴
史
資
料
を
活
用
し
、
そ
れ
を
教
材
と
し
て
い
く
こ
と
が
生
徒
の
歴
史

理
解
を
よ
り
深
め
る
こ
と
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（主
な
参
考
文
献
〉

『小
島
日
記
１
　
天
保
７
年
』
『小
島
日
記
２
　
天
保
８
年
』

『小
島
日
記
３
　
天
保
９
年
』
『小
島
日
記
２８
　
文
久
３
年
』

『小
島
日
記
２９
　
文
久
４
＝
元
治
元
年
』
『小
島
日
記
３０
　
元
治
２
＝
慶
應
元
年
』

『小
島
日
記
３１
　
慶
應
２
年
』
『小
島
日
記
３２
　
慶
應
３
年
』

『小
島
日
記
３３
　
慶
應
４
＝
明
治
元
年
』

以
上
小
島
日
記
研
究
会
編

国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
編

『史
料
叢
書
５
　
農
民
の
日
記
』

岩

時
孝
和

「名
主
が
記
録
し
た
幕
末
の
社
会
情
勢
―
武
州
多
摩
郡
小
野
路
村

小
島
　
日
記
の
世
界
―
」

（京
浜
歴
史
科
学
研
究
会
編

『近
代

京
浜
社
会
の
形
成
』
）

東
京
都
教
育
委
員
会

『町
田
市
小
野
路
地
区
文
化
財
調
査
報
告
』
上

町

田

市

『町
田
市
史
』
上
巻

南
　
和
男

『幕
末
江
戸
社
会
の
研
究
』

鈴
木
棠

一
。
小
池
章
太
郎

『藤
岡
屋
日
記
』
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